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   いい運動会でした！ 

 ６月７日（土）の運動会、コロコロと予報が変化する天気に

心配しながらも、競技中は雨にぬれることなく予定した種目を

終えることができました。今年のテーマ「チームで心を１つに 

勝利をつかみ取れ」のもと、全体が紅白に分かれての対抗戦で

した。徒競走や運命走、団体種目でそれぞれが順位を競い、最

後まで接戦でしたが、白組の優勝に終わりました。 

 結果発表で優勝を喜ぶ白組、ちょっと悔しそうな紅組

でしたが、どちらにも最後までやりきった満足感のよう

な雰囲気を感じました。また、大きな声で応援する姿や

係活動で競技を支える姿に、子ども達みんなが運動会を

頑張っているのが伝わってくる、とてもいい運動会に

なりました。 

 昨今、「順位（勝敗）をつけない」風潮があります。理由とし

ては、勝敗にこだわることが過度なプレッシャーを与える、運動

が苦手でも楽しめることを目指す、などがあげられています。 

しかし私としては、「何に価値をつけるか」で考え方が変わると

思っています。運動会は「１位（勝利）の姿を見せる場」より

「ベストを尽くして運動する姿を見せる場」と考え、頑張ること

に価値をおくことが大切だと思っています。１位を目指しながら

一生懸命に走ったとき、（順位によらず）一生懸命に走ったことを褒めたい、その上で１位だっ

たらそれも喜びたいと思います。勝ったからえらいというより勝てるほど頑張ったことがえらい

と子どもが考えるようになってほしいと願っています。 

 さらに、勝った側は、負けた側に対して勝ったことを理由に見下すので

はなく、一緒に頑張ったことを称える姿勢を覚えてほしいです。負けた側

は、負けて悔しいだけでなく勝った側へのリスペクトや、次の機会に向け

てモチベーションをつなげることを覚えてほしいと思います。 

 子ども達の人生、勝ち続けるとは限りません。この先負けることもたくさんあると思います。

その時、１つの結果だけにこだわるのではなく、それまでの努力にも目を向けることや負けたこ

とも価値ある経験として受け止め、成長していける人になれるよう、運動会の勝負を通して学ん

でほしいと願っています。 

 保護者の皆様には、当日のあたた
かい大声援だけでなく、日頃からの
子どもへのサポートや、事前のグラ
ウンド準備、当日の運営、後片付け
のお手伝いまでたくさんのご協力、
本当にありがとうございました。 



■■７月行事予定■■    

日 曜 予  定 

１ 火 
参観日（低） 

水泳学習（６年） 

２ 水 参観日（中） 

３ 木 

参観日（高） 

前期児童集会 

移動図書 

４ 金 
水泳学習（５年） 
児童委員会 

６ 日 ノーゲームデー 

７ 月 
あいさつ運動 

PTA会費再引落日 

８ 火 水泳学習（２年） 

９ 

10 

水 

木 

１１ 金 ５年回復休業 

１４ 月 
水泳学習（３年） 

          交通安全下校指導 

15 火 
水泳学習（４年） 

ＰＴＡ役員会② 

16 水 
芸術鑑賞会（全校） 

   家庭学習強調週間 

17 木 

水泳学習（１年） 

頭首工見学（５年） 

移動図書 

１８ 金 
本の読み聞かせ 

クラブ活動③ 

２２ 火 
あいさつ運動 

水泳学習（２年） 

２３ 水 引き渡し訓練 

２４ 木 全校集会 

２５ 金 
夏休み（～8/21） 

チャレンジ教室① 

26 土 体験型防災クイズラリー 

28 月 
チャレンジ教室② 

教材費引落日 

 ■□ 家庭学習のとりくみ □■    

 学校の授業で「わかった」「できた」ことを忘れないため

には繰り返し復習することが必要です。この復習こそ、家に

帰ってから１人でやる勉強（家庭学習）の基本になります。 

 そして、この「学校で学習したことを家で復習する力」は

この先もずっと必要になる力です。今からしっかり身に付け

るためにも、学校と家庭が協力して進めていきましょう。 

 まず小学校の段階は「毎日一定以上の時間（量）をやる」

という習慣づくりを目指しましょう。その上で、質を高める

ことを目指しましょう。７月に、全校共通の家庭学習強調週

間を設けますので、少なくとも、家で勉強しない段階からは

卒業できるよう、ご協力をよろしくお願いします。 

これからが夏本番。熱中症の予防と対策を心掛けましょう！ 

 ＜いじめアンケートより＞    

 全道の学校では、毎年６月と９月に

「いじめアンケート」を実施していま

す。また、今年度は３回目も実施する予定となっています。 

 本校の６月のアンケート結果では、「嫌な思いをしたこと

がある」と答えた児童は４８人でした。その後、教育相談等

で内容を確認し、４１件をいじめと認知しています。それぞ

れの案件について、すでに対応を進めていますが、今後も、

学校全体で指導や見守りを継続していきます。 

 いじめとは、心理的又は物理的な影響を与える行為により

心身の苦痛を感じているものであり、日常生活では様々なこ

とがある中で、いつでもどこでも起こり得るものです。 

 学校としては、いじめの芽を早期にとらえ、深刻な状態に

なる前にきちんと対応し、被害側のケアと加害側や傍観して

いた側への指導を通して、子ども一人ひとりの成長を支えて

いきたいと考えています。また、子どものウェルビーイング

を高めるためにも、相手に嫌な思いを与えないような言動を

身に付け、お互いに認め合い、助け合えるような人間関係づ

くりを目指していきます。 

教育活動の様子は、ホーム
ページにも掲載しています。
ぜひ、ご覧ください！ 

 プールの見守りへの応募、 

    ありがとうございました！ 
 

 プール授業の際の見守りボランティアを募っていたところ

ですが、９人ほどの応募をいただきました。お忙しい中、大

変ありがとうございます。 

 全１２回あるプール授業のそれぞれに２～３人の体制で予

定を組むことができました。今回応募いただいた方はいずれ

も保護者でしたので子どもを通して文書を発送しています。 

 どうぞ、よろしくお願いいたします。 

いじめの見逃し

ゼロを目指して 


